
１ 調査対象工事名 ： 令和８年度えびの駐屯地（西側）用地測量業務

２ 入 札 日 ：

３ 調査対象業者名 ： 林測量技術コンサルタント株式会社（法人番号：5120901013505）

４ 調査の概要

５ 当該業務についての適正履行の有無： 有

６ 落札の決定： 林測量技術コンサルタント株式会社令和8年8月13日

経営状況、信用状況 　問題なし。

過去に履行した工事の履行
状況

令和7年度新田原飛行場周辺移転措置測量調査(A工区～C工区)
令和7年度芦屋及び築城飛行場周辺移転措置測量調査

入札価格の適切性
　ヒアリングを行った結果、経費低減策は妥当であると認められ、受注意欲があるこ
とから、成果品に対する品質も確保でき特段の問題はないと判断した。

手持ち工事の状況と技術者
の適正配置

　業務内容に照らして、配置予定技術者数及び資格は十分である。

手持ち機械の状況

GNSS測量機 1級 Viva GNSSﾓﾃﾞﾙ GS18T
GNSS測量機 1級 Viva GNSSﾓﾃﾞﾙ GS16
ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ 2級 FlexLineTS06Plus(5”)
ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ 2級 TCA1100L

低入札価格調査結果調書

令和8年7月21日

事　項 内　容

当該価格での入札理由

当該業務について過年度において同地域、同種業務の実績があり、GNSS測量、三
次元点群測量を主体として実施しており防衛局測量調査業務における用地測量の
実務経験者も多数在籍している。
GNSS測量機、三次元点群測量使用器械(地上レーザ測量機)も多数所有しており自
社機械ですべて測量調査が可能である。また、測量調査についてはすべて自社社
員で実施できる。
入札価格については作業効率化が可能であると判断し、直接測量費を確保した上
で採算割れのない範囲で企業努力により諸経費（一般管理費、付加利益）を標準
歩掛より少なく算定した結果、当該業務の低コストが可能と判断し入札に臨んだ。


